






 第 1 章　日本語の諸問題：カタカナ語、敬語
 第 2 章　なぜ「あいまい表現」をするのか？
 第 3 章　なぜ、最初に結論を言わないのか？
 第 4 章　読み手に分からせる原稿とは？




































































































































　A（被雇用者）： 「（心の中で < 相手は余り良い反応ではない > と判断した。しかし、次のように言っておくのが
無難だ）それでは、宜しくお願い致します」




















































































































































できれば、A1 よりも A2、A3 のように更に丁寧な語を付加するほうが無難である。























































































































































































































































































　　1） 上記 6.2. の 1）～ 4）の各項目について、取材した「材料メモ」と「あらすじ」を思いつくまま書いてみる。
何にも捉われないで書くことがポイント。箇条書きで可。
　　2） 上記 6.2. の 1）～ 4）の各項目は、なるべく「同じ長さ」で並べないことが肝腎。
　　3）各項目に濃淡（減張：メリハリ。抑揚）を付けること。
　　4）各項目は、説明的に書かない。なお、語り口調、手紙風に書くのもよい。









































に残した作品の文章は、その 1 つ 1 つが短い。とりわけ、漱石の『草枕』の最初の箇所はリズムがよいので下記に
挙げる。

















　　　　　　  ――― 1.2.「はなガルタ」＝花札












　　花より団子　［＊江戸で改められ一般的になったもの］ （“不求美观，但求实惠 ; 舍华求实”）












　　 律義者の子沢山　［＊江戸で改められ一般的になったもの］ （“规矩人子孙多。忠厚老实的人不贪图享受 , 夫妻和
睦 , 自然多子多孙”）
ヌ　糠に釘（“无效 ; 徒劳 ; 不停人家意见”）
オ　鬼も十八＜番茶も出端＞（“丑女二八也好看 , 粗茶刚沏味亦香”）
ワ　笑う門には福来たる（“和气致祥。和气生财”）














　　（“太马虎 : 月下丢锅 , 太粗心。麻卑大意。< 原为在月光明亮的夜里 ,锅被盗走却未发现 >”）
ネ　猫に小判（“对牛弹琴 ; 糟蹋好东西”）
　　寝耳に水　［＊中京で訂正さられ一般的になったもの］ （“事出意外 ; 青天霹雳”）
　　念には念を入れ　［＊江戸で改められ一般的になったもの］ （“要特别注意 , 仔细谨慎。必须慎之又慎”）
ナ　泣き面に蜂（が刺す）　［＊江戸で改められ一般的になったもの］ （“祸不单行”）
ラ　来年のことを言えば鬼が笑う（“人作千年调 , 鬼见拍手笑”）






















メ　目の上の瘤　［＊江戸で改められ一般的になったもの］ （“眼中钉 ; 肉中刺”）
ミ　身から出た錆び　［＊江戸で改められ一般的になったもの］ （“咎由自取。自作自受”）















































































1）小稿は、平成 22 年度「日本事情Ⅰ --- 言語からのアプローチ」を 5 回に分けて外国人留学生のために講義した




























































































「“ Blue-ray Disc”（ブルーレイディスク）とはソニー、パナソニック、シャープなどが “Blue-ray Disc 
Association” で策定した青紫色半導体レーザーを使用する新世代光ディスク規格である」。
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